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研究成果概要 
 平成12年学術審議会特定研究領域推進分科会宇宙科学部会に提出したLCGT計画の概算要求は平成１
７年度に初めて東京大学から文部科学省へ提出され、平成１７年度における日本学術会議物理学研究連
絡委員会主催の重力波に関するシンポジウム開催、外国の専門家を含む評価委員会による第三者技術評
価による設計方針の確かさの確認などにより、重力波研究推進のために交わされてきた３所長間覚書
（平成６年８月）の更新による支援を受けて、前回の概算要求に引き続き、平成２０年度においても宇
宙線研究所から概算要求として提案されたが、認められるに至らなかった。平成 20 年 6 月、日本学術
会議・天文学・宇宙物理学分科会によるヒアリングを受け、その特別議事録に計画推進の支援が謳われ
ることとなり、LCGT 推進組織への Project Manager(PM)設置が勧告され、研究所の支援を受けて、実施
に移された。新たな PM のもとで平成２２年度の概算要求をより強力に進めるため、組織の見直し、経
費算定の精密化、R&D 項目の進捗状況評価等を進めた。この年度から、LCGT 計画代表が重力波国際委員
会(GWIC)のメンバーとして選出されたこともあり、この委員会への参加を通して国際的な学術コミュニ
ティにおいて足場を固めるとともに、LCGT の実現に向け活動を行った。 

 以下、本研究に関連して発表・出版された報告を掲げる。 
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